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概要 

大学 ICT 推進協議会 (AXIES) ソフトウェアライセンス部会では、ソフトウェアの利用

者およびライセンスの提供者がともに有益となるような新しいライセンス形態の創出を目

指し、種々の検討に取り組んでいる。本稿では、複数の組織でアプリケーションを共同利

用する仕組みおよびクラウドを利用した教育環境について取り上げる。 

 

1 はじめに 

AXIES ソフトウェアライセンス部会[1]は、各

大学におけるソフトウェアライセンスの締結・管

理・利用・課題について調査・把握し、会員間で

情報を共有するとともに、ソフトウェアベンダと

の交渉やソフトウェアライセンス管理システムの

共同開発に取り組んでいる。 

これまでに正会員向け特典として提供されてき

たソフトウェア等[2]は、そのライセンスを個々の

大学が契約する既存のアカデミック・ディスカウ

ントの範疇に分類される。視点を変えると、

AXIESが代表となり複数の利用者を取りまとめた

契約を一括して行う方式も考えられる。この方式

ではライセンス提供者にとっては、販売スケール

の拡大というメリットを残しながら、ライセンス

管理や使用料の徴収にかかるコストを下げること

ができる可能性がある。また、課金方法を工夫す

ることで、評価目的でのデモ版の提供コスト等を

抑制することや、利用者にとっては使用実態に即

した支出の管理も可能になると考えられる。これ

らのことから、部会ではソフトウェアの利用者お

よびライセンスの提供者がともに有益となるよう

な新しいライセンス形態の創出を目指している。 

著者らは、組織を越える包括ライセンス、その

下で従量制課金されるライセンスについて検討し

てきた。本稿では、クラウド環境で種々のアプリ

ケーションを対象とした二つの利用環境構築につ

いて述べる。 

2 多組織の同時利用を一括管理 

アプリケーションの利用目的やデータ規模等に

応じて、さまざまな計算環境が考えられる。昨今、

オープンデータの公開やそのデータの活用が推進

されている一方で、組織外に出せない性質のデー

タも存在する。ここでは、クラウド上の計算リソ

ースを使って処理する形態ではなく、アプリケー

ションの配信を受けて、ローカルの計算リソース

を使う環境について述べる。 

図－1 と図－2 は、それぞれアプリケーション利

用における予約時と実行時の流れを示している。

エージェントはアプリケーションの実行をコント

ロールし、プロキシは配信サーバとクライアント

PCとを仲介する。ユーザ認証には国立情報学研究

所 (NII) の学術認証フェデレーションを利用する。

ユーザ ID、対象アプリケーション、利用時間帯等

の資格情報については、予約ごとに発行するチケ

ットに埋め込む。 



図－1 アプリケーション利用の流れ（予約時） 
 

対象アプリケーションの利用予約は、図－1 の

流れに沿って手続きがなされる 

① 自大学の認証システムにてユーザ認証 

② チケットが発行され、NII に通知 

③ 学認経由で利用許可や制限等の資格情報を確認

後、アプリ配信サーバにチケットを送信 

④ 予約情報 (受理) を受信 
 

図－2 アプリケーション利用の流れ（実行時） 
 

実行時は図－2の流れに沿って処理がなされる。 

① 自大学にてユーザ認証 

② 学認経由で資格情報等の再認証後、アプリ配信

サーバにチケット送信 

③ 予約情報が照合され、当該アプリを受信 

④ 利用終了の宣言と利用実績の送信 

3 汎用アプリケーションの教育利用環境 

統計学に関係する科目では、統計計算の演習に

R [3]を利用する授業が数多く存在する。学生が演

習に取り組むためには、BYOD 化を推進する大学

では学生保有の PCに、PC 教室で授業を行う場合

は設置 PCに予め R環境を用意することになる。 

図－3 クラウド上に用意する R環境 
 

この R 環境を図－3 に示すようなレベルを考慮

してクラウド上に構築し、授業内外で利用する。

レベル 1 では標準的な構成の R環境をひな形とし

て用意する。各利用者 (教員) はそれを複製し、必

要なパッケージ等で調整したものをレベル 2 のひ

な型とする。研究テーマごと、授業科目ごと、学

生ごと等の実際の利用はレベル 2 のひな形を複製

したレベル 3 を使用する。レベル 1 や 2 の OS・R

環境を最新の状態で維持するためには人的資源な

り費用なりのコストは発生するが、AXIES 会員内

で多数の利用が見込めるものであれば、個々の利

用者にかかる費用負担は十分に安価となる。また、

統一的な環境が提供できることからコースウェア

化してコンテンツの共有という有益な形態へと発

展することも期待できる。 

現時点で提供されているリソースを基に構築す

るならば、クライアント PC のブラウザから利用

できる RStudio Server を選択するのが良い。さらに、

この構築した環境をクラウド環境の学習コンテン

ツとして提供することが実現できるならば、毎年

クレジットが提供される AWS Educate を活用して、

クラウド環境の使用費用を抑えることができる。 

4 おわりに 

本稿では、複数の組織でアプリケーションを共

同利用する仕組みおよびクラウドを利用した教育

環境について述べた。 
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